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はくうん 

白雲 は 尽くる 時 無から ん 、 白雲 は 尽くる 時 無から ん 

…… 白雲 は —— 。 

お、、 あの 歌 は どこの 人が うたって ゐ るので あらう 

何とい ふ朗々 たる 音声で あらうよ、 その 声が その ま、 

雲の やう だ、 あ、、 あ、、 あれ を 御覧、 あれ を 御覧、 

雲が く/ \ …… 。 

そんなに 思って、 うっとりと 口 を あけて ゐ ると、 み 

るみる うちに 青空 はるかに 棚引いて ゐる 白い 雲が、 ハ 

ラ くと 雪の やうに 飛び散って、 降って 来る！ 降つ 



て 来る！ こんこん こんと 飛び散って 来る かと 思 ふと、 

私の 眼 蓋の 上に 来て、 ほと ほと、 愛らしい 音を立てな 

がら 小鳥の やうに 羽ばたく のであった —— それにして 

も、 その 羽ばたきの 触感が、 冷たく も 何ともなくて 更 

に 更に 甘い 睡気を 誘 ふので あった …… 。 

「面白い/ \ ！」 

と 私 は 眩いだ。 

—— 夢から 醒めた。 

私 は、 河畔の 葦の 洲の 上で、 一 方の 腕 をた くみに 水 

の 上に のばせて ゐる茱 萸の樹 の 枝から 枝へ 吊った ハム 

モック で、 うた、 寝の 夢に 烏 頂 天と なって ゐた。 



「はは はは …… こ、 まで 来れば、 例によって 先生の 風 

琴の 音が 聞え る だら う、 そいつに 勢 ひ を 得て 一 ト 息に 

矢の 倉までの してし ま はう と 思って ゐた ところが、 ぐ 

つす りと おやすみ ぢ や 仕方が ないや … … 」 

「誰に したって、 この 陽気 ぢゃ 眠く もなら うと 云 ふ も 

のさ、 な あ 兄さん —— 未だ、 じぶん 時には 少々 早から 

うが 、 俺ら も 此処で あっさりと 弁当 をつ か は うぢ やな 

レ 力 」 

「さう だ/ \ よういと まけ/ \ …… 」 

ありの ま、 の 言葉 づ かひに して は、 あまり 間の びが 

して ゐて、 洽 度 この 河の 流れの やうに 悠長す ぎ るで は 



「矢の 倉まで 行かう、 風琴 は 持ち 合さなかった が、 舟 

歌 は 一 手に 引きう けた ぞ、 へ ッヴ. ハウ、 へ ッヴ • ハ 

ゥ My iieartful sky wearing my solidary heart 

upon thy sleeve …… どんな もんだい。 待って ゐ たん 

だよ、 彼処まで たどり 着けば、 もう 君達 は 今日は 用事 

はな いんだら う。 ともかく 僕 は 愉快なん だ。 斯う 天気 

が 好い と、 僕 は、 今、 この 場で 息 を 引きと つても、 さ 

ら さら 心残り は 覚えぬ とい ふ 位 ひ、 事 ほど 左様に 僕 は 

この 天気が 愉快なん だよ ご 

そんなに 愉快な のなら、 昼寝なん かして ゐ ないでも 

好 さ、 うな ものな のに —— と 聴く 者の 耳 を 疑 はしめ た 



うに、 私 は 力が 抜けて、 そ y ろに 白々 しく 瑟々 たる 風 

に 襲 はれて ゐた。 

だから、 私 は 稍と も すれば 河畔に 降りて、 友達が 通 

りか、 るの を 待ち伏せて ゐ るので あった。 中には 私の 

さしまねく 姿 を 見る と、 艫お しの 腕 を 急に 速めて、 せ 

つせ つと 行き過ぎ てし まふ 舟 もあった。 無理 もない の 

だ。 何故なら、 うっかり 私の 甘言に さそ はれて 錨 を 降 

さう ものなら、 大事な 弁当 を 分捕られ てし まふお それ 

があった から —— 。 

ゆきき 

こ ゝは車 も 通らぬ 山 坂の 通ば かりで、 河の みが 往来 

の 大通りに 使 はれて ゐる 私達の 小さな 竜巻 村であった。 



雪太郎 は、 うむう むと 合点して 舫纜を 解く と、 舳先 

に 立って 竿 を 構へ、 弟 は 艫の 座席に 着いて 発動機の ス 

ヰ ツチ を いれた。 ランプ ほどの 容量の ェ ンヂン は、 重 

い 積 荷の ために 水中 ふかく 姿 を 没して ゐる 推進器の 翼 

を、 水底に 音 を 吸 はせ て、 徐ろに 廻転し はじめた。 

「おやく！」 

と 雪 太 郎が眼 を 丸く して、 汀に 竿 を 突きながら 私の 

窓 を 見 あげた。 「お宅の 窓 は 明けつ 放し ぢゃ ありませ 

ん か？」 

「それにしても …… ぁッ、 誰か y 窓 を 閉めて ゐ るよ、 

桐 渡さん ぢ やない かな！」 



茶屋 を 訪れた 事が あった。 相談 は 何うな つた か、 議長 

格の 私が 今 は 忘れて しまって ゐ るが、 何でも 私 は その 

晚 わけもなく 大ざっぱな 太平楽 を 並べて、 ぐ でんく 

に 酔っ払って 帰途 を 失って しまった。 

r ぢゃ お雪 や、 先生 はお 二階へ 御 案内 申す かね ご 

手伝 ひに 来て ゐる 兄弟の 妹に、 お婆さんが 左う 云 ふ 

と、 お雪が、 夜中に 目を醒 しにで もな つて、 先生が 驚 

き はしな からう かと 逡 巡した 記憶が 私に あった。 店と、 

炉の ある 部屋が つ、 V いて ゐる だけの 家な のに、 二階と 

は 不思 議だ な —— と 思 ひながら、 お雪に 従いて 真つ 黒 

な 力— テン をく くると、 段々 を 二つ 三 つ 上った かと 思 



ふと、 真四角な 箱の やうな 部屋に 達した。 翌朝、 私が 

目を醒 して 見る と、 その 部屋の 三方に は 祝 入営 竜巻 雪 

太 郎君と 筆太に 認められた 幟の 幕に 囲まれて ゐた。 そ 

れ にしても、 朱塗の 逞しい 柱 や 格子が うか、 V はれる と 

思って、 首 を 上げて 見る と、 一 方の 幟の 向 側に 大 岩の 

やうな 仁王の 背中が 接し、 天井と 幟の 合 ひ 間から 大腕 

を 揮 つ て 虚空 をき つて ゐる 仁王の 肩から 上が 奇峭 とな 

つて 眺められた。 つまり、 私の 寝室 は 仁王 堂の 中の 恰 

度 門番が 住む やうな 二 段と なった 「楽屋」 見たい な 二 

階であった。 同じ 広さの 階下 は、 お雪の 寝室で、 二階 

は 客用に K はれて ゐる とい ふこと を 朝に な つ て 知ら さ 



桐 渡 達 は、 人里 を 遠く 離れた 丘の 家 を 根城と して、 

仁王門 掠奪の 議を 回らせたり、 車座と なって 丁半の 博 

奕 を 打ったり したいば かりで、 私の 出立 を 急いで ゐる 

ので あ つたが、 さうな ると 私 は 寧ろ 陰気な 興味が 起つ 

て 来て、 わざと、 夜昼の 別 をと リ違 へて、 ぎろ つと し 

て、 彼等の 酒盛りの 部屋の 前を往 行したり、 また、 私 

が 寝台に もぐって ゐ るの を 見届けて、 そろそろと 悪事 

の 相談 会 を 開かう とすると、 突然 私の 大きな 咳 ばら ひ 

にお どかされて、 散会 させられたり してし まふので あ 

つた。 

さっき もさつ き 私が ハム モック の 上で、 うと/ \ し 



てゐ ると、 彼等の 仲間が 様子 を 窺 ひに 来て、 

「御 散策に でもお 出かけ かと 思ったら、 斯ん なと ころ 

でお やすみで すか、 お 仕事の 方 は 如何です か、 お 部屋 

が 大分 綺麗に 片づ いて 居ります な。 御 出発のお 手伝 ひ 

なら、 私共に お命じな さいません かご 

など、 云 ふので あった。 

「な あに 僕 は 」 

と 私 は 故意に 飄々 と 云 ふので あった。 何故なら 彼等 

は、 夙に 私 を 目して 風 来 的な 素質に 富んだ 詩人と 断定 

して、 私が 吐く 言葉 は 決して 他の 心根 を 蔵さぬ ものと 

IBS じて ゐた。 「行かう と 思へば、 このま、、 ぶら りと I 



I 誰に、 何の 挨拶 もな く 行って しま ふよ。 あまり 天気 

が 好い ので、 今、 それ を考 へて ゐ たと ころさ ご 

全く 彼等との 敵対 行為 は 私に 幾分の 興味 を 呼び 起し 

てはゐ たが、 そんな 気分にば かり 関 はり 合って ゐ ると、 

つい、 それ も 面白くな つて 容易に 仕事に 手が 出さう も 

なかった から、 一層 舟 をつ かまへ て、 このま、 出発し 

てし ま はう かと も考へ てゐ たので ある。 

「それ は/ \！」 

と 彼等 は 思 はず 乗り出して、 蔵す る 限りの 愛嬌 わら 

ひ を 浮べた。 「何しろ 私達、 畑 違 ひの 者が いろくと 

出入りして は、 御 気分に 触って 大事な お 仕事の 方が 留 



守に でもなる でせ うからな、 私達 も、 もう、 それば か 

リが 心配で 心配で 恰も ハレ モノに でも さわる やうな 思 

ひで、 はら/ \ してゐ るんで す もの ご 

「僕 も、 いつまで 愚図々々 して は 居れん のさ、 構想 も、 

もう 充分と なった から、 仕事 は 都の アバ— トに でも 行 

つて …… 」 

「待って ゐ ますよ。 先生の 本が 出ましたら、 私達に も 

屹度 読ませて 下さいね。 - I 楽しみ だな。 先生が これ 

から 何ん な 立派な 小説 をお 書きになる かと 思 ふと、 私 

達 はもう 今から 胸が ぞくぞくし てま ゐリ ますよ。 」 

私の それ は 時代 を 遠く 戦乱の 世に かりた 伝奇小説で 



を 睨めながら 重々 しく 唸った。 すると、 彼等 は 私の 気 

分に 逆 ふこと を、 暴君の 下僕の やうに 怖れて、 

「然し、 その ま、 の 姿で も、 まさか 出発 は 出来ぬ でせ 

う。 なんなら 今 直ぐにで もお 召 物の 用意 を 致します が 

…：- J 

「着物 は、 矢の 倉に 預けて ある —— 新調の 背広が 一 ト 

揃 ひ 」 

「 ほ > う さ すが にお 手回しの ほど は 万端 行き と ヾ 

いて ゐ るんだ な。 何でも 先生 は、 業々 しい 出発の 騒ぎ 

など、 いふ ありふれた 習慣 は、 きついお 嫌 ひの 由で、 

何でも その 日の 風の向き 次第、 御 気分の 帆の あが リ次 



な 面持ちで 静かに 眼 をつ むる と、 彼等 は、 口々 に、 口 

のうちで、 

「叱 ッ、 静かに く！」 

「あぶね え 瀬戸ぎ わ だ ぞ ！ 」 

「ひや/^ させる ねえ！」 

など、 眩きながら、 抜き あし、 差し あしで その 場 を 

立ち去った。 

そっと 私が 薄 眼 を 開いて 見る と、 三人の 男が 薄氷 を 

踏む やうな 真面目な 滑稽な 脚どリ で、 こそこそと 葦 を 

わけながら 汀 を 離れる と、 ブラ ボウ！ と 叫ぶ が 如く 

翼 を 拡げて、 まっしぐらに 丘 を龃け 昇って 行った。 



に 変 へるべく 未だ 脳裏の 猛々 しい 情熱 の 渦巻きが 余リ 

に 生々 し 過ぎる の を 感じた。 換言す るなら ば、 篇 中に 

活躍すべき 多くの 登場人物 を 扱 ふべき 私の 態度に、 作 

者と しての 襟度と 夢の 不足 を 知った。 —— 続いて 未だ 

少く とも 二三 ヶ月の 「ォ— ミン グ」 の 要 を 私 は 覚えた。 

朝、 目が 醒める と 私の 脚 もとから 胸先へ かけて 麗ら 

ま < 

かな 陽が 射して ゐ るかと 思 ふと、 頭上の 帷に大 臼に も 

増した 仁王の 頭が、 くっきりと 映って ゐる ことがある。 

また 陽 の 加減に 依って は 大蛇が 雲 を 呼んだ やうに 見 

える 仁王の 腕の 影が、 帷の 一方から 天井に 抜けて 駆け 

登って ゐる こと も あるし、 脚 もとの スクリ —ン に、 ぱ 



ひ をす るの が 習慣だった が、 沢まで は 凡そ 三 四 丁の 道 

程が あるので、 いつも 私 は 鉄砲 を携 へて 出掛ける ので 

あった。 

い つもなら ば 裏口からの 出入で も 店先に 人影の 絶へ 

たと ころ をお 雪に 見と >け させて、 私 は 仇 打ちの 浪人 

者の やうに 人 眼 を 忍んで ゐ たが、 すっかり 態度 を 改め 

ショ ー ル 

て、 花模様の ついた タオル を 襟 巻の やうに 首に 巻きつ 

けながら 鉄砲 をと りあげる と、 

「おばあさん —— これ こそた と へ の 通り 朝飯前に 獲物 

を ぶらさげて 来る から、 口 ー スの 用意 をして おいてお 

呉れ ご 



など ゝ云 ひながら、 洗面の 道具 や、 気紛れな ハ ー モ 

二 力 や 一 組の トランプ など 入って ゐる ズックの バケツ 

を携 へたお 雪 を 従へ て、 私 は 陽が 極く まばらに 散って 

ゐる 朝の 林の 中へ 靴音 高く 駆け込んだ。 私 は 鉄砲 は 持 

つて ゐる もの、、 これまで 一度 も 獲物 を 打ち落した 経 

験はなかった。 —— た >、 梢 を 目が けて、 虚 砲の 音 を 

轟ろ かせて は、 いん/ \ と谿を わたって 打ち 響く 山彦 

の 夢に 耳 を 傾ける のが、 云 は、 V 私の 朝の 祈りであった 

の だ。 

「 打って は 駄目です よ。 ほんとうに さっき 雉 を 見 

たんだから ：••： 」 



お雪 は、 ゴ ムの 長靴で 朝露 を 含んだ 歯朶 を 踏みな が 

ら 私の 後 を 追 ふて 来た。 「お前が これ を 持ちな さいな。 

そして、 一 度 私に、 それ を 貸して 御覧 …… あ ッ！」 

とお 雪 は、 息を殺し たかと 思 ふと 素早く 私の 腕から 

鉄砲 を もぎと つた。 

「居る/ \ ！」 

そして 彼女 は、 私 を 駆け抜け ると 行 手の 樅の 大木の 

蔭に 背 を か y めて 身 を 忍ばせた。 私 は、 妻が 残して 行 

つた 橙色の ジャ ケッを 着て、 この 朝の 寒さ も 厭 はず 細 

く 長く 素足に 長靴 を 穿 いたお 雪が 凝 つ と 獲物 を 狙 つ て 

ゐる 漾 子 を、 うしろから 眺めて ゐ ると、 何とも 得体の 



知れぬ、 凡そ 今迄 感じ もしなかった 胸を颯 つと 引き絞 

めら れる 花やかな 香気に 打 たれた。 未だ あたりに は 朝 

靄の 煙りが 水の やうに 流れて ゐる 草の 中に 立った 彼女 

の 姿が —— その上 着の 明るい 色彩が、 ところぐ に 

点々 として 梢から 洩れ 落ちて ゐる陽 だまりの 一 つの や 

うに、 そして 巨大な 蝶々 の やうに、 凝つ と 羽根 を 休め 

てゐ た。 

と 彼女 は、 慌て、 振り向きながら 私 を さしまね くと、 

更に 繁み をく、 V つて 先へ 進んだ。 鳥が 枝 を 渡った のか、 

それとも 照尺 を 縮めた のか —— 私に は 鳥の 姿 は 見へ な 

かった が、 何だか 私 は、 厭に 生真面目に てれ 臭った や 



うな あまりに 能な し 気な 思 ひで、 よた/ \ と 伴いて 行 

くと、 待つ 間もなく、 間一髪、 発砲の 音で 私 は、 思 は 

ず、 ドキッ として 蛙の やうに 飛び あがった。 

また、 振り返った 彼女の 顔 を 瞥見す ると 青白い 興奮 

の 気色が 見られた。 II 私 は、 或 ひ は 私が 未だ 彼女が 

引金 を 引く 間 もない 前に、 飛び あがった ので はなから 

うか？ その 音で、 鳥が 逃げて しまったの ぢ やなから 

うか、 そしてお 雪が 憤った ので はなから うか？ そん 

な 臆病 さに 打 たれた かと 思 ふと、 いっか、 もう 彼女の 

姿 は 私の 眼界から 去って ゐて、 繁 みの 彼方から さかん 

に 私 を 呼ぶ 声が 起った。 



「わ あい II 獲れ たよ。」 

お雪 は 鳥の 脚 を摑ん で宙に 打ち 振って ゐた。 さつば 

リ 興奮して ゐる わけではなかった。 それな のに 私 は、 

非常に 興奮して、 バケツ を 投げ出して その 傍らへ 駆け 

寄る と、 

「や あ、 偉い く。 素晴 しい —— 」 

さう 叫ぶ と 一 処に、 思 はず 娘 を 腕に 載せて、 激浪の 

やうに ゆすった。 ほんとうに 私 は、 相当の 専門家で な 

い 限り そんな 鳥な ど は 打てる もので はない とば かり 思 

つて ゐ たので、 酷く 彼女の 腕な みに 驚嘆した ので ある。 

お雪 は 私が あま リ 真心から 感嘆し つ ^ ける ので、 す 



ると、 それ は 娘のう た ふ 声に 違 ひない —— 

Wltli outstreciied mlrms upon the siiore siie 

stood. 

With tearful eye slie TOERed up-on thie fLood, 

と 聞え た。 —— 崖の 上に 私達の 狼 犬が 現れて、 空 

に 向って 口腔 を 開けて ゐ たが、 やがて 飼主 を 発見す る 

と、 ほんとうの 狼の やうに 猛々 しく 落葉 を 蹴散らせな 

がら、 汀 を 目が けて K け 降りた。 

whose swelling tide now seemed as if 1: would 

sever 

—— 歌 は 続いて ゐた。 



「あれ は、 ダニ ュ— ヴの 花嫁の 歌 だ！」 

私 は、 今が今 迄 あの 窓に 向って 不断に 身 構へ つ、 V け 

て ゐた颯 々たる 剣舞の 夢が、 恰も 「白雲 去って 悠々 た 

り」 とい ふが 如き 風情で、 静かに 拭 はれて 行く 和やか 

さ を 覚えた。 

きらめく 水の 戯れに 娘の 影の 浮ぶ さま、 流れよ、 

波よ、 しばし 彼女の 面影 を …… 

私 は 思 はず その 歌の 続き を 口吟みながら、 反対の 汀 

に 飛び移る と、 歯朶の 群れの なかに 咲いて ゐた 山水 仙 

を 祈って、 

「おうい —— ベ ル タ！」 



と 称んで しまった。 「投げる から うけとって 御覧… 

•: Those yollnTO flowerets there, silmlll form a 

for thy sunny Iiair; I yet will save one, one, soft 

smile me when it is donej 

二 

纜 綱が 解かれる と 舟 は ゆる/ \ と 降り はじめた。 私 

は トランクに 凭り 掛 つて、 雲 を 眺めて ゐた。 舟の 後先 

では 雪 太郎と 雪ニ郎 が、 黙々 として 竿 を 操って ゐた。 

「お ゝ、 お雪が 来る —— 名残り を 借んで ご 



誰か ゾ 左う 云 ふので 私 は 岸の 方へ 眼 を 向ける と、 明 

るい 橙色の 上着 を 着た 娘が、 流れに 平行した 畦 道 を 山 

鳥の やうに 飛んで ゐた。 

汀の 野 花 を ひきちぎって は、 切りに 舟 を 目が けて 投 

げてゐ たが、 そこまで もと y かず 花片 は 吹雪と なって 

水の 上に 散って ゐた。 —— 飛び はねる 毎に 明るい 翼が 

きらきらと 陽に 映えて は、 また 草の 中に 姿 を かくす… 

「あれ は 山鳥 だよ、 やはり …… 」 

と 私 は 眩いだ。 然し 鳥 は、 私達に 向って 切りと 何 か 

呼びかけて ゐる。 



「鳥 だら うか、 お雪 だら うか ご 

私達 は 二三 言 云 ひ 争 ふて ゐ たが、 何故か 私 は、 

「それならば —— 」 

と 自信の ありさう に 唸った。 だが 私 は、 それが 鳥で 

あらう とお 雪で あらう と 頓着はなかった が、 無性に 悲 

しくな つて、 それならば 試して 見ようと 点頭いて、 

「 一 身軽 舟と 為る —— 」 

と 胸 を 拡げて 歌った。 すると 二人の 舟人が 声 を そろ 

へて、 

「落日 西 山の 際 —— 」 

と 和した。 そして 私達が、 そ、 V ろに 陶然と して、 



「常に 帆影に 随 ひて 去 リ 

遠く 長 天の 勢 ひに 接す —— 」 

斯う 高らかに 合唱す ると、 私達の 舟 を 追って 駆け 

つ 、v けて ゐる 鳥の やうな 影が、 綺麗な 叫び声 を 挙げて 

空 高く 舞 ひ 上る のであった。 

「御覧、 やはり 山鳥 ぢゃ ないか！」 

私が わけもなく 得意 さう に 云 ふと、 

「い、 え、 あの 通り —— お雪です よご 

一 一人 は 更に 強情 を 張る のであった。 

すると 舟が 柳の 木蔭 を 回った 頃から 急に 勢 ひ を 益し 

て 流れ はじめた。 私 は よろよろ として 舟ば たに 凭り 



次第に 仁王門 を 目が けて 繰り込んで 来る のであった。 

—— 貝殻の 音が あたりの 梢に 陰々 とこ だまして、 やが 

て 行列 は 門 をく y り はじめた 様子な ので、 そっと 私 は 

幕の 間から 見 降す と、 村長、 助役、 議員 達 を はじめと 

して 矢の 倉 村の 人々 が、 てんでん に 赤 櫸白櫸 の 見る も 

甲斐く しいいで たちで、 どっとば かりにお し 寄せて 

来る のであった。 

「村の 人達 は 此処に 勢 ぞろひ をして、 これから 舟で 竜 

巻 村へ 降り るんで すご 

「 一 体、 それ は …… 」 

訊ね やうと した 時に 私 は 彼等が おし 立て，' ゐる 幟の 



「それ ぢゃ恰 で、 去年の 春の 川遊び 見た いぢ やない か 

…：- J 

「え， 毎年 川遊びに 事寄せて、 竜巻 村へ 乗り込ま 

うとい ふの が、 私達の 計画なん です つて！」 

さう して ゐる 間に も、 村人 は 次第に 数 を 増して 来て、 

店 は 時なら ぬ 繁昌 を呈 して ゐる らしかった。 —— 雪 太 

郎が 酒樽の 車を曳 いて、 門 をく、 V つて 来る のが 見へ た。 

「お雪 は 何う した、 おういお 雪 —— 出陣の 盃に酒 を 注 

いで 呉れ ご 村長の 亢奮の 声が した。 「僕 は —— 」、 

と 私 はべ ルタの 手 を 執って 起き あがった。 

「朝の 沐浴 を 済せ て、 直ぐ 後 を 追 ふから —— と 村長へ 



伝へ て 呉れない かご 

私 は、 斯んな 場合に、 斯んな こと を 申し出る 自分 を、 

ベルタに 対して 恥ら ひを覚 へたので、 云 ふと 同時に 彼 

女の 不気嫌 を 期待した のだった が、 彼女 は、 不図 私の 

顔 を 凝つ と 眺めた かと 思 ふと、 投網の 袋 を 背に つけた 

ま、、 私の 胸の 中に 顔 を 伏せて、 わけもなくう む/^ 

と 点頭いて ゐた。 その 時、 私の 眼底に は、 あの 竜巻 村 

の、 あの 窓の 下 を、 矢の やうに 降って 行く 一艘の 小舟 

が 映って ゐた。 小舟で は、 鉄砲 を 抱へ た 私と、 網を携 

へた ベルタが 肩 を 組んで 「白雲」 の 歌 をうた つて ゐ た。 

仁王の 腕の 影が、 私達の 脚 もとまで 伸びて ゐた。 そ 
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